
【
解
題
】

勅
封
四
五
―
二
。
巻
子
一
巻
。
全
二
十
七
紙
。
縦
二
八
・
五
糎
。
奥
書
に

｢

嘉
禎

四
年

(

一
二
三
八)

正
月
廿
四
日
校
合
了
、｣
と
あ
り
、
軸
付
紙
に

｢

明
暦｣

印
が

あ
る
。『

皇
室
の
至
宝

東
山
御
文
庫
御
物』

１

(
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年)

に
図
版
二
三
〜
二
六
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

(

解
説
は
吉
田
早
苗
氏
執
筆)

。
史

料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳

(

六
一
七
〇
・
六
七
／
一
／
六
三)
あ
り
。

表
面
の
本
文
は

『

中
右
記』

の
政
に
関
す
る
記
事
の
抜
書
で
、
永
長
二
年
正
月
十

七
日
、
承
徳
元
年
二
月
一
日
、
同
年
二
月
十
七
日
、
康
和
二
年
六
月
二
十
七
日
、
同

三
年
八
月
二
十
七
日
、
同
四
年
十
月
四
日
、
同
五
年
二
月
十
日
、
長
治
元
年
二
月
二

十
二
日
、
同
二
年
正
月
二
十
一
日

(

別
紙
補
入)

、
同
年
四
月
十
三
日
、
嘉
承
元
年

四
月
二
十
七
日
、
同
二
年
二
月
十
四
日
、
同
年
十
月
十
六
日
、
天
仁
元
年
二
月
十
七

日
、
同
年
八
月
二
十
七
日
、
同
年
十
二
月
五
日
、
同
二
年
四
月
八
日
、
永
久
元
年
七

月
二
十
五
日
、
保
安
三
年
八
月
二
十
九
日
の
各
条
を
収
め
、
末
尾
に
晴
儀
・
雨
儀
の

政
の
次
第
を
付
す
。
こ
れ
ら
表
面
の
記
事
は

『

大
日
本
古
記
録

中
右
記』

別
巻

(

岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
三
月)

に
収
載
さ
れ
る
。

料
紙
は
文
書
等
の
反
故
を
翻
し
た
も
の
で
、
そ
の
多
数
に
墨
付
が
あ
る
。
貼
り
継

が
れ
た
料
紙
に

『

中
右
記』

の
記
事
を
書
写
し
、
さ
ら
に
切
り
継
ぎ
さ
れ
た
も
の
で
、

料
紙
幅
に
は
長
短
が
交
じ
る
。
表
面
に
は
天
地
各
一
本
の
罫
線
が
あ
る
が
、
第
十
一

紙
の
み
引
か
れ
て
お
ら
ず
、
冒
頭
に

｢

不
知
記｣

と
記
し
て
抹
消
す
る
な
ど
、
書
写

の
体
裁
も
異
な
る
。
現
状
で
は
全
体
に
厚
手
の
裏
打
ち
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
紙
背
文
書
の
解
読
に
は
困
難
な
箇
所
が
多
く
残
る
が
、
幸
い
に
し
て
短
時
間
な

が
ら
原
本
調
査
の
機
会
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
面
の
稿
本
と
し
て
翻
刻
す
る

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
一
部
の
料
紙
に
若
干
の
墨
影
が
あ
る
が
顕
著
で
な
い
。

紙
背
文
書
中
に
は
、
宛
所
を｢

左
頭
中
将
殿｣

と
す
る
も
の
が
四
通(

第
七
・
十
・

二
十
四
・
二
十
五
紙
裏)

み
え
る
。
こ
の
う
ち
第
七
紙
裏
が
嘉
禎
二
年

(

一
二
三
六)

五
月
四
日
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
該
当
者
は
藤
原
実
雄
で
あ
る
。
実
雄

は
文
暦
元
年

(

一
二
三
四)

十
二
月
二
十
一
日
、
左
中
弁
に
任
じ

(

左
少
将
元
の
如

し)

、
嘉
禎
二
年
二
月
三
十
日
、
左
中
将
・
蔵
人
頭
と
な
り
、
同
年
十
二
月
十
八
日
、

従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
頭
を
去
り

(

左
中
将
元
の
如
し)

、
翌
三
年
十
二
月
二
十
五
日

に
参
議
と
な
る
。
紙
背
文
書
に
は
嘉
禎
二
年
前
後
に
比
定
し
得
る
も
の
が
多
く
、
内

容
的
に
も
実
雄
の
官
歴
と
矛
盾
は
な
い
。
参
議
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
部
類
記
を

作
成
し
、
嘉
禎
四
年
正
月
に
校
合
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
雄
は
西
園
寺
公
経
の
子

で
、
の
ち
に
右
大
臣
に
昇
っ
て
山
階
右
相
府
な
ど
と
号
し
、
洞
院
家
の
祖
と
な
る
。

東
山
御
文
庫
に
は
洞
院
家
旧
蔵
の
文
書
・
記
録
が
多
く
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
本
史
料

も
そ
の
一
つ
と
な
る
。
洞
院
家
文
庫
の
解
体
に
つ
い
て
は
、
末
柄
豊

｢

洞
院
公
数
の

出
家
―
東
山
御
文
庫
本

『
洞
院
家
今
出
川
家
相
論
之
事』

か
ら
―｣

(

田
島
公
編
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『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究』

一
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年)

を
参
照
。
同

書
に
は
藤
原

｢

菊
亭
家
本
の
賀
茂

(

鴨)

御
幸
記
二
種
―
洞
院
家
文
庫
の
遺
品
―｣

も
収
録
。
禁
裏
伝
来
の
洞
院
家
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
小
倉
慈
司

｢｢

高
松
宮
家
伝

来
禁
裏
本｣
の
来
歴
と
そ
の
資
料
価
値
―
歴
史
資
料
を
中
心
に
―｣

(

国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
編

『

和
歌
と
貴
族
の
世
界』

所
収
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
七
年)

・
石
田
実

洋

｢

洞
院
家
旧
蔵
の
部
類
記
と
洞
院
公
定
―
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本

『

脱
�
部
類
記』

を
中
心
に
―｣

(

吉
岡
眞
之
・
小
川
剛
生
編

『

禁
裏
本
と
古
典
学』

所
収
、
塙
書
房
、

二
〇
〇
九
年)

な
ど
が
あ
り
、
全
体
像
の
解
明
に
向
け
て
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。

(

付
記)

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
・
学
術
創
成
研
究
費

｢

目
録
学
の
構
築

と
古
典
学
の
再
生｣

(

研
究
代
表
者
・
田
島
公)

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

調
査
・
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
宮
内
庁
侍
従
職
よ
り
御
高
配
を
賜
っ
た
。
翻
刻
に

際
し
、
宮
�
肇
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
。

【
凡
例
】

一
、
現
状
の
紙
数
と
と
も
に
文
書
名
を
掲
げ
、
そ
の
下
に
各
料
紙
の
横
幅
を
記
す
。

一
、
翻
刻
の
体
裁
は
原
本
の
改
行
に
従
い
、
概
ね
現
在
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
第
十
紙
裏
・
第
十
二
紙
裏
は
元
来
一
紙
を
切
断
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
来

の
文
書
を
復
原
す
る
よ
う
併
せ
て
翻
刻
し
、
料
紙
の
替
わ
り
目
に｣

を
付
し
た
。

一
、
■
は
抹
消
さ
れ
た
文
字
、
□
や
�

�
は
料
紙
の
切
断
や
破
損
、
裏
打
ち
に
よ

り
判
読
不
能
の
文
字
を
示
す
。

一
、
判
読
不
能
の
文
字
の
う
ち
残
画
等
に
よ
り
推
定
し
得
る
も
の
や
、
底
本
の
文
字

を
改
め
る
べ
き
も
の
な
ど
に
は
傍
注
を
付
し
、[

]

で
括
っ
た
。

一
、
人
名
・
地
名
等
に
は
傍
注
を
付
し
、(

)

で
括
っ
た
。

一
、
重
ね
書
き
さ
れ
た
文
字
に
は
左
傍
に
・
を
付
し
、
も
と
の
文
字
が
判
読
で
き
る

場
合
に
は

(

×

)

で
示
し
た
。

一
、
校
訂
者
の
付
し
た
注
記
に
は
○
を
付
し
た
。

【
翻
刻
】

[

第
一
紙
裏]

四
・
六
糎

○
墨
付
な
し
。

[

第
二
紙
裏]

左
中
将
某
書
状

四
三
・
二
糎

明
日
十
九
日
、

御
方
違

行
幸
可
令
供
奉
之
由
、

仰
承
候
了
、
但
相
労

事
候
之
間
、
難
申
領
状
□

[

候]

、

可
然
之
様
可
令
御
披
露

給
候
、
恐
々
謹
言
、

五

(

嘉
禎
二
年
ま
た
は
三
年)

月
十
八
日

左
中
将
□
□

[

第
三
紙
裏]

中
原
師
兼
書
状

三
九
・
八
糎

明
日
為
御
方
違
可
有

行
幸
帥

(

藤
原
隆
親)

卿
亭
之
由
、
謹

承
候
了
、
任
例
早
可
令

下
知
候
、
仍
言
上
如
件
、

五

(

嘉
禎
二
年
ま
た
は
三
年)

月
十
八
日
申
剋

大
外
記
中
原
師
兼

○
藤
原
隆
親
は
、
嘉
禎
二
年
二
月
三
十
日
に
大
宰
権
帥
を
兼
任
。
嘉
禎
元
年
五
月

六
日
・
同
年
十
二
月
二
十
日
に
、
四
条
天
皇
が
隆
親
の
冷
泉
万
里
小
路
第
に
方
違

行
幸
し
た
こ
と
が

『

明
月
記』

に
み
え
、『

百
錬
抄』

嘉
禎
四
年
二
月
十
一
日
条

に
は

｢
遷
幸
閑
院
、
自
去
年
秋
比
為
修
理
、
以
帥
卿
冷
泉
万
里
小
路
亭
為
皇
居
、｣

と
あ
る
。
第
二
・
三
紙
裏
は
、
嘉
禎
二
年
も
し
く
は
同
三
年
の
同
日
の
も
の
で
あ

ろ
う
。
中
原
師
兼
書
状
は
第
六
紙
裏
に
も
あ
り
。

( ) 京都御所東山御文庫収蔵 『政部類記』 紙背文書 (藤原・尾上)77
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[
第
四
紙
裏]

某
申
文

六
・
五
糎

○
前
闕
。申

左
右
馬
允

藤
原
範
基

○
後

闕
。

[

第
五
紙
裏]

某
書
状

一
三
・
七
糎

殿
上
熟
食
事
、
尤
承
□

[

驚
カ]○
後

闕
。

○
殿
上
熟
食
に
関
し
て
は
、
第
十
二
紙
裏
を
参
照
。

[

第
六
紙
裏]

中
原
師
兼
書
状

四
四
・
七
糎

今
日
奉
幣
定
文
公
卿
使

誰
人
々
可
令
載
候
哉
、
四
位

使
同
前
候
、
兼
又
宰
相
誰

人
可
被
参
陣
候
哉
、
行
事

右
衛
門
督
未
着
陣
之
間
、
定
不

被
参
候
歟
、
剋
限
又
不
審
候
歟
、

仍
言
上
如
件
、

□
月
□

[

廿
八
カ]□
日

大
外
記
師

(

中
原)

兼

○
中
原
師
兼
は
、
寛
喜
三
年

(

一
二
三
一)

正
月
二
十
九
日
に
大
外
記
に
任
ず
。

い
ま
だ
着
陣
せ
ざ
る
右
衛
門
督
と
は
、
藤
原
公
雅
が
嘉
禎
二
年
二
月
三
十
日
に
参

議
に
還
任
し
て
右
衛
門
督
を
兼
任
し
た
こ
と
を
指
す
か
。
師
兼
書
状
は
第
三
紙
裏

に
も
あ
り
。

[

第
七
紙
裏]

源
具
実
書
状

四
九
・
〇
糎

獄
囚
米
保
間
事
、
其
後

□
□
□
□
使
庁
要
須

事
候
、
殊
可
令
申
沙
汰

給
候
、
恐
々
謹
言
、

五

(

嘉
禎
二
年)

月
四
日

左

(

源
具
実)衛
門
督
□
□

左

(

藤
原
実
雄)

頭
中
将
殿

○
嘉
禎
四
年
に
近
い
時
期
で
検
非
違
使
別
当
が
左
衛
門
督
で
あ
る
の
は
、
源
具
実

の
嘉
禎
元
年
九
月
十
日
か
ら
同
三
年
正
月
二
十
四
日
ま
で
の
時
期
。

[

第
八
紙
裏]

某
書
状

四
八
・
五
糎

無
左
右
得
御
意
候
、

返
々
恐
入
候
、

□
□

病
候
歟
、

今
日
雨
中
出
仕
□
、

真
実
難
治
故
障
□

[

出
カ]

来
候
、
然
而
重
仰
之
上
者
、
□

[

不
カ]

及
子
細
候
乎
、
可
令
参
□

給
候
也
、
凡
雖
何
事
□

更
々
不
可
有
御
□

聞
此
条
候
也
、
殿
下
ヘ
□
○
後
闕
。

[

第
九
紙
裏]

藤
原
高
嗣
書
状

四
七
・
七
糎

○
前
闕
。候

□
□
朝
□
□
且
参
会

及
自
然
之
心
事
候
之
間
、

于
今
懈
怠
候
也
、
必
可
推
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参
候
也
、
真
実
今
ハ

あ
ま
り
に
無
憚
思
給
候
ま
ゝ
、

種
々
荒
言
不・
敵・
事
等
□

歟
、
於
事
有

[

可
脱
カ]

御
優
免
候
也
、

任
槐
之
次
、
雑
任
事
可
候
□

様
ニ

昨
日
承・
候・
、
但
未
承

分・
明・
之
仰
候
也
、
誠・
恐・
頓・
首・

謹
言
、六

(

嘉
禎
二
年)

月
八
日

高

(

藤
原)

嗣
状

○

｢

任
槐｣

は
、
嘉
禎
二
年
六
月
九
日
、
内
大
臣
藤
原
良
実
が
転
右
大
臣
、
大
納

言
源
定
通
が
任
内
大
臣
を
指
す
。
当
時
、
藤
原
高
嗣

(

定
嗣)

は
五
位
蔵
人
。

[

第
十
一
紙
裏]

某
書
状

三
一
・
五
糎

○
前
闕
。候

了
、
諷
誦
文
両
通

給
候
了
、
恐
悦
候
、
清
書

事
、
猶
加
思
案
了

可
申
入
候
、
又
只
今
自
是

早
々
申
入
候
了
、
頓
首

誠
恐
謹
言
、

�

�
□
□

[

九]

日

�

�

[

第
十
二
紙
裏
、
第
十
紙
裏]

平
時
高
書
状

二
八
・
五
、
一
九
・
五
糎

隼

(

備
中
国)嶋
保
間
事
、
解
状
一
通

重
令
進
候
、
�
可
被

宣
下
候
、

恐
惶
謹
言
、

三

(

嘉
禎
二
年)

月
廿
六
日

備
中
守
平
時
高

｣

謹
上

頭

(

藤
原
実
雄)

左
中
将
殿

○
隼
嶋
保
に
つ
い
て
は
、『

民
経
記』

文
永
四
年
三
月
二
日
条
に
院
評
定
の
事
案

と
し
て

｢

大
炊
寮
訴
申
備
中
国
隼
嶋
保
殿
上
熟
食
闕
乏
間
事｣

と
あ
り
、『

壬
生

家
文
書』

年
未
詳
某
申
状
案

(『

鎌
倉
遺
文』

二
八
六
三
三
号
、『

図
書
寮
叢
刊

壬
生
家
文
書』

一
―
七
三)

に
は

｢

殿
上
熟
食
米
料
所
備
中
国
隼
嶋
保
間
事
、
右
、

当
保
者
、
国
衙
進
止
本
所
一
円
之
地
、
吉
備
津
宮
神
供
并
殿
上
熟
食
米
之
料
所
也
、

(

中
略)

任
寛
喜
例
、
停
止
庄
号
、
可
済
熟
食
米
之
由
、
嘉
禎
二
年
被
下

宣
旨｣

と
み
え
る
。
平
時
高
は
、
天
福
元
年

(

一
二
三
三)

四
月
八
日
、
備
中
守
に
任
じ
、

嘉
禎
三
年
十
二
月
二
十
八
日
、
皇
后
宮
大
進
・
同
蔵
人
と
な
る
。

[

第
十
三
紙
裏]

某
書
状

四
八
・
六
糎

自
夜
御
躰
以
外
候
、

夕
方
可
参
内
候
、

節
会
間
□
に
て

□
候
也
、

□
也
、

今
日
雑
任
事
、
未

承
定
候
、
雖
非

今
日
、
今
両
三
日
中

可
候
之
様
承
候
也
、

宜
此
事
■
■

一
切
不
申
候
、
奉
行

□
付
而
可
申
入
候
、
○
後
闕
。

( ) 京都御所東山御文庫収蔵 『政部類記』 紙背文書 (藤原・尾上)79
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[
第
十
四
紙
裏]

習
書

四
三
・
六
糎

○

｢
一
定
候
也｣

｢

自
此｣

｢

懈
怠｣

｢

悦
承
了｣

｢

痢
病
不
快｣

｢

被
参｣

等
の
文

字
あ
り
。

[

第
十
五
紙
裏]
豪
□
書
状

四
八
・
九
糎

最
勝
講
之
次
、
可
被
行

僧
事
之
由
承
及
候
、
何
自
可

候
哉
、
為
執
申
当
寺
功
人
々
、

如
此
令
申
候
也
、
于・
今
記
給
候
歟
、

毎
事
便
宜
見

(

×
之)

参
・

之
時
、
可

申
承
候
、
恐
々
謹
言
、

五
月
廿
三
日

法
印
豪
□

�

�
□

[

殿]

○
最
勝
講
、
嘉
禎
二
年
は
五
月
二
十
三
日
が
五
巻
日
、
同
三
年
は
五
月
二
十
四
日

が
結
願
。

[

第
十
六
紙
裏]

摂
津
国
嶋
下
郡
大
炊
寮
供
御
稲
田
沙
汰
人
等
申
状

四
九
・
六
糎

□

[

摂

津]□
国
嶋
下
郡
大
炊
寮
供
御
稲
田
沙
汰
人
等
謹
言
上

□

[

請]

被
早
任
先
例
、
差
替
当
郡
御
稲
田
子
細
事

御
稲
田
二
町
八
段
半

□

[

別]

当
中
納
言
家

安
威
村

五
条
四
里
卅
四
坪
二
段

五
里
三
ー
小

十
四
ー
小

卅
三
ー
二
段

奈
良
村

□
殿
御
領
半

五
条
十
二
里
廿
一
ー
半

四
条
七
里
十
三
ー
一
反

□
君
殿
御
領
二
反
久
富
庄

八
里
廿
一
ー
一
反

新
屋
村

川
成
自
本
御
稲
田

四
条
四
里
廿
一
ー
一
反

奈
賀
村

□

[

京]

極
殿
御
堂
領

七
条
西
里
外
卅
三
ー
二
反

□

[

近]

衛
殿
御
領

粟
生
村

八
反
小
垂
水
東
牧

□

[

前
カ]太

(

藤
原
公
経)

政
入
道
殿

□

[

御]

領

次

[

吹]

田
庄

一
丁

川
成
御
稲
田

二
段
大

大
田
村

□

[

自]

本
御
稲
田

四
条
三
里
六
ー
半

新
屋
村

□

[

自]

本
御
稲
田

四
条
四
里
十
五
ー
大

六
里
二
ー
半

牟
礼
村

□

[

自]

本
御
稲
田

三
条
八
里
十
六
ー
一
反

○
後
闕
。

○
現
在
の
大
阪
府
茨
木
市
に
含
ま
れ
る
地
域
の
地
名
・
条
里
の
未
紹
介
史
料
。
大

炊
寮
領
全
般
に
つ
い
て
は
橋
本
義
彦

｢

大
炊
寮
領
に
つ
い
て｣

(『

平
安
貴
族
社
会

の
研
究』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年)

を
、
当
該
地
域
の
条
里
に
つ
い
て
は
服

部
昌
之

『

律
令
国
家
の
歴
史
地
理
学
的
研
究』

(

大
明
堂
、
一
九
八
三
年)

、
福
留

照
尚

｢

茨
木
の
条
里
に
つ
い
て｣

(『

新
修
茨
木
市
史
年
報』

七
、
二
〇
〇
八
年)

を
参
照
。

[

第
十
七
紙
裏]

北
野
宮
大
政
所
神
人
等
重
申
状

(

折
紙)

三
七
・
九
糎

北
野
宮
大
政
所
神
人
等
重
言
上

当
社
神
人
等
殺
害
刃
傷
仕

下
手
人
字
弥
藤
次
男
并
福
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勝
法
師
・
三
郎
冠
者
等
、
為
皇

后
宮
亮
殿
被
籠
置
、
于
今

不
被
禁
獄
訴
詔

[

訟]

子
細
事

件
子
細
度
々
言
上
先
畢
、
而
件

闘
諍
狼
藉
之
間
事
、
尤
張
本
五
郎

入
道
為
遁
一
旦
之
罪
科
不
誤
之

由
依
陳
申
、
当
社
神
人
等
於
仁
和

寺
々
家
対
決
刻
、
雖
不
覚
悟
仕
、

神
人
末
永
ハ

仁
和
寺
比

[

檜]

皮
工
也
、

又
所
被
殺
害
神
人
久
元
ハ

御
所

召
次
也
、
然
間
各
依
有
其
便
宜
、
当
社

神
人
等
令
参
仁
和
寺
々
家
天

被

□

[

召
カ]

決
彼
五
郎
入
道
之
処
、
凡
不
及
○
後

闕
。

[

第
十
八
紙
裏]

藤
原
親
継
書
状

四
四
・
八
糎

両
社

行
幸
舞
人
事
、

重
被
仰
下
之
旨
、
謹
承
候
了
、

但
此
一
両
日
心
神
違
例
、

温
気
相
交
無
術
候
、
平
臥

候
也
、
当
時
所
労
之
間
、
無
左
右

難
申
領・
状・
候
、
随
今
明
之
有

様
可
言
上
候
、
恐
々
謹
言
、

三

(

嘉
禎
二
年)

月
九
日

右
少
将
親

(

藤
原)

継

○

『

玉
蘂』

嘉
禎
元
年
十
二
月
六
日
条
に

｢

正
月
可
有
朝
覲
行
幸
之
由
、
有
予
議
、

而
太
上
天
皇
不
御
坐
之
時
、
必
不
被
�
行
、
多
両
社
行
幸
以
後
有
事
、
仍
明
年
朝

覲
延
引
、
可
為
明
後
年
正
月
、
明
年
三
月
可
有
両
社
行
幸
之
由
、
仰
下
了
、
此
由

申
、｣

と
あ
る
が
、『

百
練
抄』

嘉
禎
三
年
三
月
九
日
条
に

｢

両
社
行
幸
延
引
、｣

と
あ
り
、
嘉
禎
二
年
・
同
三
年
の
三
月
に
両
社
行
幸
は
行
な
わ
れ
ず
、
石
清
水
行

幸
が
嘉
禎
三
年
四
月
二
十
三
日
、
賀
茂
行
幸
が
同
年
十
一
月
十
一
日
と
な
る
。
本

文
書
は
そ
の
内
容
か
ら
嘉
禎
二
年
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

[

第
十
九
紙
裏]

平
時
兼
書
状
○
前
紙
闕
。

四
五
・
三
糎

退
言
上

武
庫
御
稲
忠
光
押
領
之
供

御
米
事
、
何
様
可
存
候
哉
、
此

事
無
御
沙
汰
者
、
有
限
之
日
別

供
御
闕
如
之
基
候
状
、
殊
可
令

申
沙
汰
給
候
也
、
時

(

平)

兼
謹
言
、

[

第
二
十
紙
裏]

賀
茂
在
継
書
状

二
〇
・
三
糎

神
宝
始
日
次
、
於
今
者
不
可
□

[

撰
カ]

申

候
歟
、
其
外
奉
幣
・
御
読
経
・
点
地
・

巡
検
・
大
祓
等
日
次
、
可
注
申
之
由
思
給

候
、
何
様
可
候
哉
、
猶
又
行
事
所

始
・
神
宝
始
可
撰
申
候
歟
、
可
随
御

定
候
、
在

(

賀
茂)

継
恐
惶
謹
言
、

○
嘉
禎
元
年
十
月
十
四
日
に
御
禊
行
幸
、
十
一
月
二
十
日
に
大
嘗
会
が
あ
る
。
賀

茂
在
継
は
貞
永
元
年
七
月
に
は
陰
陽
頭
と
な
っ
て
い
る
。
在
継
書
状
は
第
二
十
六

紙
裏
に
も
あ
り
。

[

第
二
十
一
紙
裏]
某
書
状
断
簡

一
一
・
四
糎

法
勝
寺
御
八
講
�

�
○
後
闕
。
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[
第
二
十
二
紙
裏]

一
九
・
五
糎

○
切
封
墨
引
の
み
。

[

第
二
十
三
紙
裏]

一
・
七
糎

○
墨
付
な
し
。

[

第
二
十
四
紙
裏]

藤
原
経
光
書
状

四
三
・
七
糎

清
氏
申
文
闕
官
申
状
、

進
覧

候
、
殊
可
令
申
入
給
候
、
恐
々
謹
言
、

十

(

嘉
禎
二
年)

二
月
十
六
日

右
少
弁
経

(

藤
原)

光

謹
上

左

(

藤
原
実
雄)

頭
中
将
殿

○
嘉
禎
二
年
十
二
月
十
八
日
、
京
官
除
目
あ
り
。
藤
原
経
光
は
、
天
福
元
年
正
月

二
十
八
日
右
少
弁
に
任
じ
、
嘉
禎
二
年
十
二
月
十
九
日
左
少
弁
に
転
ず
。

[

第
二
十
五
紙
裏]

権
大
納
言
某
書
状

四
三
・
二
糎

申
文
一
通
献
之
、

除
目
之
□
可
令
撰
入

給
候
、
謹
言
、

十

(

嘉
禎
二
年)

二
月
□
日

権
大
納
言
実
□

左

(

藤
原
実
雄)

頭
中
将
殿

○
差
出
の
該
当
者
に
、
藤
原
実
親
・
同
実
基
・
同
実
経
が
い
る
。

[

第
二
十
六
紙
裏]

賀
茂
在
継
書
状

四
三
・
五
糎

須
参
入
言
上
候
之
処
、
聊
相
労

事
候
之
間
、
乍
恐
捧
愚
状
候
、

抑
寮
奏
一
通
令
進
上
候
、
劇
官

其
闕
候
之
間
、
云
寮
役
、
云
公
役
、
令

闕
如
候
、
今
度
相
構
可
令
申
任
御

之
由
、
加
御
詞
可
令
申
入
給
候
、

恐
々
謹
言
、

十
二
月
五
日

陰
陽
頭
賀
茂
在
□

[

継]

謹
上

上
野
前
司
殿

○
賀
茂
在
継
書
状
は
第
二
十
紙
裏
に
も
あ
り
。

[

第
二
十
七
紙
裏]

四
三
・
五
糎

○
墨
付
な
し
。
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